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１．はじめに 
沼島は淡路島の南 4.6 ㎞，紀伊水道北西部に浮かぶ島である。兵庫県南あわじ市に属し
ており，人口 473 人で面積は 2.71 ㎢である。淡路島は日本最古の歴史書『古事記』のなか
で，壮大な天地創造の神話の中で最初に誕生した特別の島とされ，なかでも沼島は国生み
伝説の舞台の有力候補となっている。沼島には、国生みに由来する神社やパワースポット
が多数存在する（表１）。寺社，パワースポットの位置関係は図１の通りである。 
本研究では，沼島の寺社，パワースポットについて分析，考察する。表２から様々な宗
派の寺院が存在しており，蓮光寺はもともと沼島城があった場所に建てられていることが
分かる。 
また表３をみると、沼島の神社には豊漁や海上安全といった海に関する祈願や商売に関
連する祈願が多くあることから，昔から漁業が盛んだったのではないかと考えられる。さ
らに，祭神に国を作ったとされる伊弉諾神，伊弉冉神が多いことから国生みの候補に挙げ
られる根拠になっている。 
図１沼島の寺社・パワースポット 
出所：グーグルマップより筆者作成。 
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表１ 沼島のパワースポット 
出所：沼島総合観光案内所 吉甚 HP（http://nushima-yoshijin.jp/see-know 2019 年 8 月 16 日閲覧）よ
り筆者作成。 
表２ 沼島の寺院 
出所：沼島総合観光案内所 吉甚 HP より（http://nushima-yoshijin.jp/see-know 2019 年 8 月 16 日閲覧）
より筆者作成。 
表３ 沼島の神社 
名前 祭神 創立年 特徴 
沼島八幡神社 譽
ほむ
田
た
別
わけの
尊
みこと
，足仲津彦
たらしなかつひこの
尊
みこと
， 
息
おき
長 足
ながたらし
姫
ひめの
命
みこと
1436 年 
海上安全，豊漁 
島の中心に位置する 
自凝
おのころ
神社 
伊弉諾
いざなぎの
尊
みこと
，伊弉冉
いざなみの
尊
みこと
， 
天照皇大神
あまてらすおおみかみ
 
創立年不詳 
おのころ山をご神体
山とする 
弁財天神社 
市杵島媛
いちきしまひめの
命
みこと 創立年不詳 海の守護神，昔は海に
突き出していた 
神明神社 伊弉諾神尊，伊弉冉尊，天照皇
大神 
創立年不詳 昭和 6年以降に拝殿建
築，本殿を新築 
山ノ大神社 鉄王稲荷大明神 創立年不詳 大漁，商売繁盛 
出所：沼島の神社紀行 HP（http://kamnavi.jp/en/awaji/monokoro.htm 2019 年 8 月 16 日閲覧）より筆者
作成。
名前 特徴 
上立神岩 国生み神話にある天の沼矛，天の御柱のモデルの言い伝え 
恋愛成就のパワースポット 
古水浦 赤猫(化け猫)伝説が残される浜 
穴口 古事記神話にある黄泉への入り口のモデル 
平バエ 竜宮の屋根と言われる神聖な岩，国生み神話の八尋殿のモデル 
猩々バエ 昔，漁師の三郎太夫がこの磯で猩々に出会い，その後代々家が栄
えたという伝説が残る磯 
殿飛 三好氏に敗れた沼島城主の梶原秀景はこの断崖から馬もろとも入
水し最後を遂げたという伝説がある 
藥師浦 昔疫病が流行した時，この浦付近に生えていた薬草を用いて島民
が救われたという伝説がある 
沼島八十八か所霊場 明治時代，戦争や伝染病で多くの人が亡くなり，その慰霊のため
に設置された 
名前 宗派 創立年 特徴 
西光寺 浄土宗 1658 年（再建） 天皇家の菊紋と赤門を使用 
神宮寺 真言宗 880 年 空海によって開基 
蓮光寺 浄土真宗 1781 年 沼島城の跡地に建立 
観音寺 不明 1475 年 細川淡路守成春公の発願による建立 
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表２から様々な宗派の寺院が存在しており，蓮光寺はもともと沼島城があった場所に建
てられていることが分かる。 
表３から沼島の神社には，豊漁や海上安全といった海に関する祈願や商売に関連する祈
願が多くあることから，昔から漁業が盛んだったのではないかと考えられる。また，祭神
に国を作ったとされる伊弉諾神，伊弉冉神が多いことから国生みの候補に挙げられる根拠
になっている。 
２．仮説 
沼島について事前調査すると北西部は住宅地が広がり，寺社が多く存在している。それ
らの点からなぜそのような位置関係になったのかを検証する。その中で考えられる要因と
して４つ挙げた。 
１つ目に前述した事前調査の結果から，蓮光寺はもともと沼島城があった場所に建てら
れていることからその周辺は城下町であり，それが現在まで残っていると推測できる。２
つ目に沼島にたくさんの寺社があるのはいくつかの宗派が求められる原因があったからで
はないかと考える。３つ目に沼島に小さな島にも関わらずたくさんの寺社が存在している
のは政治的な理由から様々な宗派の神社求められていたからではないかと考える。４つ目
に沼島は昔から漁業が盛んであったことから何か漁業に有利な面があったのではないかと
考える。 
検証方法として現地調査と文献調査を行う。現地調査では，神宮寺，沼島八幡神社，西
光寺，自凝神社，蓮光寺，観音寺，弁財天神社，神明神社を訪ね，位置関係やそこにある
石碑等から成り立ちや歴史を調べる。また，沼島市民総合センターの館長及び沼島八幡神
社の宮司に協力していただき，寺社の歴史や島民との関わり，自然条件等のお話を伺う。
文献調査では南あわじ市役所，沼島市民総合センターから頂いた資料をもとに歴史と昔の
人々の生活等を考察する。 
３． 調査概要 
表４ 沼島での調査概要 
日時 場所 調査内容 
令和元年８月 29 日 ・蓮光寺
・上立神岩
・弁財天神社
・石垣の名残があった。
沼島城に関する石碑があった。（図２） 
・島を横断する時非常に急斜面だった。ま
た，波が漁港で見たものより激しく岩に
強く打ち付けていた。その影響か岩が自
然に切り崩され，先端がとがっていた。 
・一番海に近い。高台に位置している。
令和元年８月 30 日 ・自凝神社
・沼島八幡神社
・山の中に存在し，道は急斜面。道中には
蟹が多数いた。伊弉諾尊，伊弉冉尊の像
があった。
・沼島にあるすべての神社を管轄している
宮司さんにお話を伺う。周りは神域とし
て自然の森を保全されており，樹齢 800
年の大木も存在する。拝殿には沼島の歴
史を表す絵が多く飾られていた。町の中
心に位置する。（図３） 
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・西光寺
・神明神社
・観音寺
・神宮寺
・真っ赤な門が特徴的。中には保育園があ
った。
・山の上にひっそりとたたずんでいた。自
凝神社と対称的な位置関係にあった。
・集会所があった。外に真っ赤な像が置い
てあった。木が生い茂り，人の出入りは
少なく感じられた。
・沼島八幡神社の真横にあり，当時の商店
街の一角に位置する。司馬遼太郎の「菜
の花の沖」の記念碑があった。
出所：調査結果より筆者作成。 
図２ 蓮光寺（2019 年 8 月 30 日撮影） 
４． 調査結果 
表５ 沼島での調査結果 
場所 調査結果 
・蓮光寺
・上立神岩
・弁財天神社
・海抜 16ｍに位置し，蓮光寺が移された時に 5.5ｍ削られたことから
さらに沼島城の時代は高台であり，海まで見渡すことができると考
えられる。
・凹凸の激しい岩が多くあり，神聖なものとして捉えられるものの港
を作るには無理がある。
・数十年前まではこの場所が海に突き出していた。海の守護神として
島民にも親しまれていた。
・自凝神社
・沼島八幡神社
・西光寺
・自凝の由来は古事記の「自ずから凝り固まる」という描写から。
自凝神社が位置するおのころ山は御神体として崇められている。
・沼島水軍の拠点だったと言われ，現在も豊漁の神様が祀られ，海上
安全，豊漁のご利益がある。
・後醍醐天皇の尊良親王の御息所が沼島に漂着した際，西光寺で保護
したことから朝廷より，「王流院」の院号を賜り，赤門と天皇家の
家紋である菊紋を用いた瓦の使用が許可された。
図３沼島八幡神社の宮司さんへの聞き込み
調査の様子（2019 年 8 月 30 日撮影） 
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・神明神社
・観音寺
・神宮寺
・自凝神社と同神である。シメンドさんと親しまれている。
・淡路観音三十三番札所六番になっている。
・沼島八幡神社の別当寺（神社に付属する寺）と言われている。また，
沼島草創の寺であるとも言われている。
出所：調査結果より筆者作成。 
調査を通して，明らかになったことを表５にまとめ，寺社の役割を知ることができた。
寺院は，主に集会所としての役割を持ち，神社は神が宿る場所ということから，人々が寄
り付かない所に位置していた。また，パワースポットと呼ばれる上立神岩の近くは漁港周
辺でみられなかった特徴的な大きな岩が多くあった。このような点を踏まえて，４章では，
歴史的背景と地理的背景から私たちの研究テーマについて考えていく。 
（１）歴史的背景
沼島海人の先祖は黒潮に乗って北上し，南風で紀伊水道に入った。古代海人族は生活す
るために必要な漁業の拠点となる小島を探す中で水を得るためにある程度の大きさがある
こと，いかだや平底船をつけるための砂浜があること，島山が神の降臨に相応しいことを
条件としていた。沼島は先住民や猛獣がおらず，水源や砂浜，小湾があり，気候が以前に
住んでいた南の島に近く，さらに勾玉型であることや上立神岩の存在が古代海人族の信仰
心を満足させたことから拠点として沼島を選んだことが始まりである。背後に森や山があ
り，海から吹いてくる西風が当たらない場所に住居を建てた。これが現在の港の場所や住
居が多く位置している場所であると考えられている。 
 その後，沼島は，「沼島をおさえなければ，西日本をおさえることはできない」といわ
れるほどに日本の歴史上重要な拠点として様々な話が語り告げられている。これらのエピ
ソードと私たちの研究テーマと深く関わる要因が淡路島と沼島が挟んでいる紀伊水道の海
流である。
昔は物資を水路を使って輸送していたため，弱い海流の淡路島と沼島が挟む紀伊水道は，
四国と大阪を結ぶ航路としてよい環境とされていた。実際に，紀貫之は土佐から京に戻る
際にこの航路で和泉へ渡った。この航路のほぼ中心に位置する沼島は休憩場所とされ，た
くさんの人が立ち寄り，新しい文化がこの島に入った。このように人や物資が行き来する
水路をおさえることを権力者は重視しており，中継点となる沼島には沼島水軍といった海
賊，そして，三好氏，豊臣氏，徳川氏などの多くの武将が関わっている。その後ろ盾とし
て宗教を利用し，沼島の中心部（現在の総合センター付近）に沼島八幡神社が建てられた。 
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（２）地理的背景
図４沼島の断面図（総合センター～上立神岩） 
出所：国土地理院地図より（2019 年 8 月 16 日閲覧）。 
海に視点を当ててみると，沼島は紀伊水道の北西部に浮かぶ島であり，沼島の北西部の
海流はおだやかで南東部の海流は北西部に比べると激しい。 
地形をみると淡路島と沼島の間にはユーラシアプレートにフィリピン海プレートが沈み
込んでいる（吉水 2019）。そのため沼島の住宅地側の標高は低く，沼島の南東部は傾斜が
急になる。図４，５からも分かるように，標高は０ｍの地点から 1000ｍもいかない間に標
高が最大 90ｍ近くまで高くなっている。また岩質上，岩が崩れやすいため，住宅地や寺社
などは地質的に作りにくい。（図６）沼島の中心産業である漁業と関連付けると北西側は
入江が穏やかであり，風や雨は南東部の山に当たることによりやわらぎ，災害に比較的強
く入り江に船を泊めやすいため，港としての条件も整っている。（図７） 
山をみてみると，沼島の島民にとって山というものは，神が宿るところと認識されている。
実際に図 8 をみると沼島の神社は山の上に位置している。神社には神が宿るということか
ら，人々は神社のある山に住み着くことはなかったと考えられる。また，山ノ大神社のあ
る山は火立山といわれており，標高が島のなかでも高い山ということから，沼島の位置を
船が認識できるように灯台としての役割で使われていた。（図８） 
図６上立神岩（沼島南東部） 
  （2019 年 8 月 29 日撮影） 
図５沼島の地形 
出所：国土地理院地図より。 
沼島市民総合センター 上立神岩 
図７ 沼島の漁港（2019 年 8 月 29 日撮影） 
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図８ 1970 年頃の沼島と神社の位置の比較 
出所：国土地理院 HP（https://maps.gsi.go.jp/#5/36.104611/140.084556/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1j
0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1 2019 年 8 月 16 日閲覧）より筆者作成。 
５．考察 
 調査を通して，沼島の入り江側に住宅地や寺社が多くみられた理由としては，仮説１で
考えていた蓮光寺との関連性はあまりみられなかった。 
仮説２，３については創立年の違いが大きく，統治者が時代によって異なり，統治者の
信仰する宗派が影響していることから政治と宗教には強い関わりがあったことが明らかと
なった。 
仮説４については漁港や住宅地が広がっていた理由としては自然条件や災害への対策な
ど漁業に有利な環境から入り江付近が漁港や漁業を仕事とする人々の住み着く場所として
適していたことが分かった。 
また，寺社の位置関係について見てみると，寺院は集会所の役割を持つことから，住宅
地周辺に多く位置していたことが考えられる。そのため，住居が多く密集している地域に
寺院が固まっていた。神社に視点を当てると，沼島八幡神社は信仰の力で権威を示すため
に沼島の中心部（住宅地）に建てられたが，すべての神社に同じことはいえず，どちらか
というと，山があるところに神社があると考えることができる。そのため，必ずしも住宅
地に集まっているということはいえない。 
６．おわりに 
 沼島に行くまでの自分たちで事前に立てていた仮説と現地の方にお話を聞いたり，資料
を読んだりした検証結果が随分異なり，深い学びにつながった。沼島は住民の信仰心や地
形といったさまざまな要因が重なった結果，このように結果を求められた。また，沼島の
地域の方々の協力によって多方面からの考察を深めることができ，有意義な研究を行えた。
この研究を通して，さらに多くの疑問が見つかった。この疑問を今後の研究課題として調
査したい。 
① 
② 
③ ④
① …沼島八幡神社
② …神明神社
③ …自凝神社
④ …山ノ大神社
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